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の1つ に 「自己を知 り、対人関係能力を高める」を挙げ
ている。過去の卒後3年 研修の実際を振 り返ると、昭和






















や事例 レポー トの分析 とアンケー ト調査 を実施 した。そ






















































学 習 の 時 期 期 間	 学 習 方 法
第1段 階

















゜第2回 事前研修から本研修まで 約1ケ 月 事前研修の講義内容を参考にして更に分析を深める
第6段 階





:本 研修からレポート提出まで 約1ケ 月 講師による評価を参考にして事例レポートとしてまとめる
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開講式 看護部長 グループ グループ学習・演習
10/27









10/29 「事例検討/対 人関係場面の分析」 昼食 講義 ・演習 まとめ
講師:大阪大学医学部保健学科 小笠原知枝先生 「事例検討/対 人関係場面の分析」 閉講式
図1卒 後3年 研修(本 研修)プ ログラム
3.翌 日のプロセス レコー ド分析用の事例を選出	 5.対 人関係上困難な一事例 をグループ内で選ぶ
する (翌日のロールプレイに使用)
4.ロールプレイ用の事例を選出する 6.上記2事 例の選出理由について発表
方法:6グ ループに分れて行 う 10月28日
1.各 グループ内で司会 ・書記 ・発表者を決定	 1.講師によるプロセスレコー ドの分析(事 例1.2)
2.グループ内の事例 を読む	 2.講義:人 間理解のための基本的知識
3.各事例 に対 して以下の ことをグループ内で討	 3.ロ ールプレイ:講 師からの事例について
議する 4.ロ ールプレイ:受 講生が対人関係上困難 と思っ
・事例に情報不足 はないか	 た事例について
・患者理解がで きているか(患	者を全人的に捉 5.グ ループワーク:「ロールプレイを通 して学ん
えているか等) だこと」について
・対人関係の分析(患 者が表出しているのに、 6.発 表
見過ごしているところはないか等)	 7.講 義:ま とめ 「自己受容と自己活用」
・文献分析に不充分なところはないか 10月29日














































































































ついて、2)研 修に対する捉え方について、3)演 習 「ス
ペース レスキュー機HATO」 について、4)ロ ールプレ
イについて、5)グ ループ学習の効果について、6)自 分
の事例をグループ討議で共有した事について、 という設






2)期	待 をもって研修 に参加 したかという設問に対 して
は、はいと答えた者が21名(47%)、 どちらでもない





かったと思 うかという設問に対 してはい と答えた者は
43名(96%)で あった。


















動の傾向に気づいた"者 は16名 、"自 己の判断だけで
なくいろいろな意見を聞 くことで、新 しい考え方があ
ることに気づいた"者 は10名 いた。特に1)の 患者に
対する自己の傾向に関 しては、"気持ちを表出されると
す ぐ何かを返そうとして しまい、ゆっくり話を聞 くこ
表4ロ ールプレイにおける気づき 
(n=45)







4)役割を演 じるのは難 しい	 5名
5)自分 とは違 う看護婦の対応の仕方をみて、
自分 とは違 う関わりの仕方があることに 5名
気づいた
6)今後の参考になった	 5名


























とがで きてい ない こ と""患 者の身体面ばか りに注 目し
ていた こと""告 知 とい うことに過剰 に反応 していた こ
と"等 が あげられて いた。 尚、無 回答 は1名 、"よ い示
唆 が得 られ なか っ た"は8名 で、 その 内容 と して は
"時 間が足 りず、意見が もらえなかった"が3名 、"課
題 は残 ったままで ある"が1名 、"指 導者がいれ ば討議
の方 向性 をはっ き りさせ る事 が出来 た"が2名 、"コ






方法 としてプロセスレコー ドを用いた学習を取 り入れ、
受講生には自分の対人関係が現れている場面を記載する





























から1.8、分析 された患者 と看護婦の対応数 も平均11か
ら12と あまり変化がなかった。看護場面 ・対応数 とも、
もっと増加させなければプロセスレコー ドに取 り上げた






プロセスレコー ドに自分の対人関係を振 り返 り、記録
するという再構成に関し、ウィーデンバ ックは 「看護婦
















と研修前に感 じていたが、その原因を明 らかにす る事が
で きたと考えられる。なかには死に直面 した患者か ら逃









事例 レポー トに患者の看護上の問題点を記述 したもの
がなかったことは、プロセスレコー ドを素材に対人関係





レコー ドによる学習の重点は微妙 に異 なっている」と
言っているa>。ベナーがその看護論の中で 「2～3年 目の
看護婦は一人前である」と記 しているが6)、当院の卒後3





接的な行動 としてつなが りに くいのではないかと思われ


























研修に対する捉 え方のアンケー トでは、期待 を持って





























講生がプロセス レコー ドに取 り挙げた場面における自己
の傾向について、グループのメンバーに何 らかの意見を


















成 したプロセスレコー ドと事例 レポー トの分析、グルー
プ討議、ロールプレイ等である。今回の研修を教育評価
することにより、以下のようなことが示唆された。
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